





















図引用：”History of Telegraphy”, IET History of Technologies Series
























引用：”A History of Wireless Telegraphy 1838-1899 including some Bare-wire Proposals for Subaqueous Telegraphs,” J. J. Fahie



















川を挟んだ2か所で銅板の電極 f, g と h, I 
を対向させ、N～Pの電池を g と h に接続
すると、f と I の間に接続した検流計に電流
が流れた。
図引用：”A History of Wireless Telegraphy 1838-1899 








1872 ルーミス 6月30日付US特許129,971、“Improvement of Telegraphy”















5出典：”Did a West Virginian invent 
Radio?” Henry W. Gould.
https://math.wvu.edu/~hgould/LO
OMIS.PDF












































ラザフォード 論文”Magnetization of lron by High-frequency Discharges” およ




図引用：”Joseph Henry's 1842 and 1843 Out-of-Doors Electrical Transmission Signal 
Experiments,” Albert Gerard Gluckman, Journal of the Washington Academy of 






239,742 “Apparatus for Transmitting Sound 
by Electricity” を取得。













図引用：”A History of Wireless Telegraphy 1838-1899 including some Bare-wire Proposals for Subaqueous Telegraphs,” J. J. 





























































































信」の確立に至らなかった。図引用：“The new phase of electric force,” Scientific
American, Vol.33, No.26, Dec. 25 (1875) p.401
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Edison’s etheric force


































1864 マクスウェル A Dynamical Theory of the Electromagnetic Field を10月に投稿
翌年に出版される（Philosophical Trans., Vol. 166, pp. 459-512, 1865）














（左）電磁波検出用の各種ループアンテナ。左から直径ないし一片の大きさ70cm, 35cm, 67cm, 60cm。
（右）同じく直径21cmの円形ループ。自己誘導を高めるため円周部はスパイラルに巻いてある。




図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action with finite velocity through space” by Dr. 
Heinrich Hertz, authorized English translation by De. E. Jones, Macmillan and Co. (1893)




Fig.7 では、矩形の回路 a, b, c, d の c と d の中点に送信側
のエネルギーが供給され、反対側の a と b の中点にM が置
かれている。このとき、M の両端 1 と 2 の間に火花が発生し
なかったため、ヘルツは e からM の 1 までと 2 までの電気
振動の到達時間が同じで電位差が生じないためだろうと（最
初は）考えた。
しかし、例えばM の 1 側に金属導体を付けると火花が発
生し、2 の側に導体を付けると火花は飛ばない。また、a から
1 までの電線の一部を切り取ってコイルを挿入すると M に




図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action with finite velocity through space” by Dr. 




B から伸びる導体（アンテナ）の端 I から導線を i-g-h のように伸ばし、矩
形回路の c d 辺を g h に並行に 3cm 離して置く。B に火花が飛ぶと、矩形
回路の a b 辺の中央に置かれたマイクロメータ M の火花端子 1, 2 からも
火花が観測された。
その原因が電磁誘導か静電気力なのかを判断するため、h に導体 C を
接続したところ、M の火花は強くなったが、C を g に接続した場合にはM 
の火花は強くならなかった。静電気力が原因であれば、C を h につけても
g につけても同じはずであるから静電気力は原因から棄却される。
次に、アンテナの端部 k に C とほぼ同じ大きさの別の導体 C’ を付けたと





図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action with finite velocity through space” by Dr. 





矩形回路の寸法はこれまでと同様で a b 間（c d 間も）










図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation 
of electric action with finite velocity through space” 
by Dr. Heinrich Hertz, authorized English translation by De. E. Jones, 
Macmillan and Co. (1893), p.40 (Fig.9), p.45 (Fig.10 a and b)
左のFig.9の矩形回路で、a b および c d の長さは（80cm?のまま）一定に
保ち、a c および b d の長さを 10cm から 250cm まで変えてマイクロメータ
Mの間隔をどこまで開けるか、火花が発生する最大距離を調べた。横軸




図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action with finite velocity through space” by Dr. Heinrich 
Hertz, authorized English translation by De. E. Jones, Macmillan and Co. (1893), p.108 (Fig.25)
左のFig.25の送信側のアンテナの両端に付けられた導
体板 A と A’ は真鍮製で一辺は 40cm であり、長さ
60cm の銅線が接続されている（両端の全長 200cm）。
床からの高さは 1.5m。スパークギャップから 45cm 離
れた位置を基準 0 とし、点線で示す基準線 r s を考える。
A の裏に A と同じサイズの真鍮板 P を置き、そこから
直径 1mm の銅線をスパークギャップの後ろの点 m ま
で伸ばし、長さ 1m で弧を描くようにスパークギャップの
上 30cm の点 n まで引き上げ、基準線 r s と平行に室
内を通り窓を通して 60m まで伸ばして最後はアースに
接続する。
受信側は半径 35cm の円 C や、一辺 60cm の矩形 B などで、送信側と共振している。静電容量と自己誘導係数から、
振動の周期（の1/2）は 1.4x10-8 sと見積もられた。
Cや B を基準線に沿った n からの銅線に近づけていくと火花が発生し、銅線に沿わせて動かしていくと半波長 2.8m
ほどの定在波が観測された。これから、銅線を伝わる電気振動の速さが 2x108 m/sと見積もられた。
（Fizeau らは銅線で1.8x108 m/s と報告している）
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ヘルツの初期（空中を伝わる波の速度）実験
図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action with finite velocity through space” by Dr. Heinrich 
Hertz, authorized English translation by De. E. Jones, Macmillan and Co. (1893), p.108 (Fig.25)
スパークによって生じた振動的な電流が空中に放射さ










受信側の円 Cに対し、n からの電線を C の面と同じ高さに動かし、A側あるいは A’ 側に移動させる。A, A’ が作る磁
場の影響は変わらないが、電線による磁場は電線が A 側にあるか A’ 側にあるかで逆に影響するから、C と電線
の位置関係によって火花が大きく飛んだり消えたりする。Cの火花ギャップの位置にはよらなかった。火花が大きく
なったり消えたりする現象は、C を基準線に沿って 7.5m 動かすごとに逆転した。こうして7.5m 進むごとに磁場の波
が電線中の波を追い越していくと解釈される。これより、空気中を伝わる波の波長（の 1/2）は 2.8x7.5/(7.5-




図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action 
with finite velocity through space” by Dr. Heinrich Hertz, authorized English 
translation by De. E. Jones, Macmillan and Co. (1893)















上図引用： “Wireless Telegraphy, Its History, 
Theory and Practice,” A. Frederick Collins, p.24 
(Fig.22),McGraw Publishing Co. , (1905).
図引用： “Electric Waves being Researches on the propagation of electric action 
with finite velocity through space” by Dr. Heinrich Hertz, authorized English 





図引用： “The Principles of Electric Wave Telegraphy,” J. A. Fleming, p.317 (Fig.9)  and p.319 (Fig.10), Longman Green 
& Co. (1906) .
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スパークギャップ（火花放電端子）
図引用： “Wireless Telegraphy, Its History, Theory and Practice,” A. Frederick Collins, pp.39-41 (Fig.39-41),
McGraw Publishing Co.  (1905).
